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1. ＰＲＭＳグリップ工法とは 

ＰＲＭＳグリップ工法は、すべり抵抗が低下した既設ポーラスアスファルト舗装上に透水性レジン

モルタルを薄層でかさ上げすることにより、すべり抵抗性能の向上を図る交通安全対策工法です。 

すべり抵抗を向上させたいポーラスアスファルト舗装に施工することにより、すべり抵抗が増し雨

天時のスリップ事故削減が期待できます。 

 

 

 

                  図－1 ＰＲＭＳグリップ工法の構造断面図 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－1 ＰＲＭＳグリップ工法の表面状態 
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2. 特長 

①安全性の向上 

細かな骨材からなるレジンモルタルが路面に敷設されるため、ポーラスアスファルト舗装に比

べてタイヤの接地面積が増えすべり抵抗性が向上します。 

動的摩擦係数の測定結果を図－２に、都市高速道路における事故削減例を図－３に示しま

す。 

PRMSグリップ工法は施工後に事故が激減しており、当工法が安全対策に有効的であることが

分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２動的摩擦係数（μ）測定結果 
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図－３ 都市高速道路における事故件数の推移 

出典元：路面湿潤時における事故多発箇

所への安全対策の取り組み 瀬川他（第

29回日本道路会議論文集） 
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②既設路面への施工が可能 

経年によりすべり抵抗性能が低下した既設ポーラスアスファルト舗装に、透水性を維持したま

まで施工することが可能です。 

③カラー化が可能 

  骨材の色は、黒の他に標準色として茶、黄、青、白、緑があり路面のカラー化が可能です。 

   ●カラー化の注意事項 

   使用する樹脂はエポキシ樹脂であるため黄変は避けられません、施工後 1 ヶ月～3 ヶ月で紫

外線の影響により施工直後と比べると変色しているように見えます、特に白色骨材を使用した

場合はその傾向が顕著に見受けられますが、それは外観上の変色でありモルタル自体の強

度には影響しません。 

 

3. 適用個所 

① 長い下り坂、交差点前の下り坂、カーブ部分など大きなすべり抵抗が必要な場所 

② ETCレーン、バスレーンなどカラー化を必要とする場所 

 

 

 

 

 

4. 使用材料と配合 

ＰＲＭＳ工法で使用するレジンモルタルは、耐摩耗性等に優れた硬質セラミック骨材と耐久性に優

れたエポキシ樹脂との配合からなります。プライマはレジンモルタルに使用する樹脂と同じものを使

用します。 

 

表－１ エポキシ樹脂の品質規格                     

 

 

 

 

 

 

単位 品質規格 試験方法

≧１０

≧　７

N/㎜2 ≧２０
JIS　K7113

（1号形試験片）

夏用 ≧６５

冬用 ≧７５

引張強度

硬度

項目

２０℃（夏用）

１０℃（冬用）
可使時間

ｼｮｱｰD
JIS　K7215

（20℃、24hr後）

分
硬化発熱温度方法
（200ｇ/200mlカップ）
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表－２ 骨材の品質規格 

 

 

 

表－３ レジンモルタルの配合  

骨材種別 
配合（質量割合） 

骨材 エポキシ樹脂 

黒 １００ １４ 

白 １００ １６ 

黄、緑、茶、青 １００ １８ 

 

黒 白
黄・緑
茶・青

単位容積質量 ｇ/ｃｍ３ 1.5～2.0 1.2～1.6 1.2～1.6 JIS　A1104

粒度分布
（通過質量百分率）

1.7ｍｍ
1.0ｍｍ
0.5ｍｍ
0.15ｍｍ

％
JIS　A110２

試験方法

骨材種別

100
≧70
≦35
≦3

項目 単位
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５．施工方法 

PRMS グリップ工法は、所定の配合で十分混練りした透水性レジンモルタルをポーラスアスファルト舗装

の上に所定の厚みで敷ならした後、舗装用ローラにて転圧し仕上げます。 

 

５．１ ＰＲＭＳグリップ工法の施工フロー 

交通規制     

      

準備工 清掃・マスキング等 

      

プライマ塗布 ローラ刷毛、スプレーなどで塗布（標準使用量 0.2ｋｇ／㎡） 

   透水性レジンモルタルの製造 ５－２参照 

透水性レジンモルタルの敷きならし 透水性レジンモルタルを路面に広げ、コテ、トロウェルなどを使用し平滑に仕上げる 

  

 

ローラによる転圧 
すり込み、充填した透水性レジンモルタルを圧着させるため、タイヤローラにより敷きなら

し面を転圧する 

  

 

養生 
転圧が完了した路面を確認したのち、必要な時間養生し透水性レジンモルタルの硬化を

確認する 

   

交通規制解除  
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５．２ 透水性レジンモルタルの製造 

透水性レジンモルタルの製造は、舗装現場で製造する。 

  

材料・機械の搬入 樹脂（主剤・硬化剤）、骨材、機械・器具類 

   

骨材をミキサへ投入 空練り（ミキサの容量は施工能力に合わせる） 

   

主剤・硬化剤の計量 主剤と硬化剤を所定の配合量計量する 

   

レジンバインダの混合 主剤・硬化剤の混合（ハンドミキサを用いて３０秒～１分） 

  

 

レジンバインダの投入  

   

混合 混合（約１分） 

  

 

ミキサより排出  

 

               

  

５．３ 透水性レジンモルタルの使用量 

             表－４ 透水性レジンモルタルの標準使用量 

骨材種別 
ポーラスアスファルト舗装 空隙率 

２０％ １７％ 

黒 ６.５ｋｇ／㎡ ６.２ｋｇ／㎡ 

白 ５.８ｋｇ／㎡ ５.５５ｋｇ／㎡ 

黄・茶・青・緑 ５.０ｋｇ／㎡ ４.８ｋｇ／㎡ 
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＊かさ高になる分の厚みは２ｍｍを想定しております、既に供用している路面に対しては、

表面状態（骨材の飛散、空隙つぶれ）により使用量が異なるので注意してください。 

 

５．４ 施工上の留意点 

① 水分の存在：透水性レジンモルタルを充填する路面が濡れている場合、水分を除去し、

乾燥させる必要があります。水分が残っていると接着不良や硬化不良が生じる場合があり

ます。 

また、施工後、硬化する前に降雨等により水がかかると硬化不良や表面が白化する場合が

ありますので、降雨が予想される場合は施工を避けてください。 

② 気温と路面温度：路面温度５～６０℃の範囲で施工可能ですが、気温１５℃以下の環境

下においてはレジンモルタルの粘性も上がり作業効率も大幅に低下し、仕上がり状態が不

良となる可能性もあります。 

６０℃以上の場合、反応がはやく施工に支障をきたすので施工を取りやめるようにして

ください。気温の上昇によるトラブルは夏期に起こり易くなります。午後は気温が高くな

り、路面の温度も上昇しているので充填する透水性レジンモルタルの硬化速度も速くなり、

午前中と同じペースでの作業はトラブルの原因となります。 

また、低温下では硬化時間が長くなりますので、エポキシ樹脂の硬化特性、規制時間等

を考慮して、施工計画を立ててください。 

 

 

図－４ エポキシ樹脂の可使時間         図－５ エポキシ樹脂の硬化時間 

＊あくまでも目安であり、施工厚み、路面温度により変化します。 

 

③ 敷ならした透水性レジンモルタルの締固め作業は速やかに行います。透水性レジンモルタ

ルの混合から敷ならし、締固め迄の許容時間は気温、路面温度により異なるので注意を要

します。 

  締固めのタイミングを逸すると敷ならした透水性レジンモルタルの粘性が高くなり、そ 

の結果ローラのタイヤに付着して転圧不能となります。 
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